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は
じ
め
に

一
九
世
紀
末
、
最
も
近
い
外
国
で
あ
る
中
国
へ
日
本
人
が
盛
ん
に

進
出
し
は
じ
め
、
そ
こ
で
様
々
な
交
流
が
も
た
れ
た
が
、
教
育
の
分

野
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
上
海
に
設
け
ら
れ
た
東

亜
同
文
書
院
の
存
在
は
、
近
代
の
日
中
関
係
に
お
い
て
知
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
五
年
前
に
設
立
さ
れ
た
日
本
人
が

経
営
す
る
最
初
の
学
校
、
東
洋
学
館
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
対
支
回
顧
録
』
を
見
る
と
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
教
育
施
設
の

冒
頭
に
東
洋
学
館
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
曖
昧
な
形

で
の
紹
介
に
留
ま
る
の
み
で
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、

近
代
日
中
関
係
史
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
。

そ
の
た
め
、
東
洋
学
館
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
研
究
も
限
ら
れ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
清
仏
戦
争
時

に
、
中
国
に
在
住
し
た
日
本
人
の
間
で
「
福
州
組
事
件
」
が
画
策
さ

れ
た
。
ま
ず
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
人
物
の
そ
の
後
の
動
向
を
明
ら
か

に
し
た
田
中
正
俊
の
先
駆
的
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
部

の
者
は
東
洋
学
館
の
経
営
に
参
加
、
あ
る
い
は
入
学
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
次
に
佐
々
博
雄
は
、
東
洋
学
館
の
設
立
か
ら
解
散
に

至
る
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
設
立
者
の
清
国
観
を
解

（
１
）

（
２
）

〔
特

集
〕

上
海
東
洋
学
館
と
「
興
亜
」
意
識
の
変
化
─
杉
田
定
一
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に

─

熟

美
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子
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明
し
て
い
る
。
中
江
兆
民
が
東
洋
学
館
設
立
に
関
与
し
た
意
図
と
、

そ
の
経
験
が
彼
の
ア
ジ
ア
認
識
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
小
松
裕

が
論
じ
て
い
る
。
汪
輝
は
、
末
広
重
恭
（
鉄
腸
）
が
ど
の
よ
う
な
教

育
論
を
持
っ
て
東
洋
学
館
に
関
与
し
た
か
を
研
究
し
た
。
最
近
で
は
、

東
洋
学
館
館
長
の
職
が
そ
の
後
の
末
広
の
執
筆
活
動
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
か
、
大
西
仁
に
よ
っ
て
文
学
の
視
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
洋
学
館
は
設
立
二
ヶ
月
に
し
て
興
亜
学
館
と
名
称

を
変
更
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
一
〇
月
以
降
の
動
き
に

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
最
初
の
経
緯
や
目
的
に
こ
そ
、

純
粋
な
設
立
の
意
向
が
読
み
取
れ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
東
洋
学
館
設
立
当
時
の
動
向
を
明
ら
か
に
す

る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
の
自
由
民
権

家
の
ア
ジ
ア
認
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
か
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。

な
お
、
本
文
中
に
は
現
在
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
用
語
も
見
ら

れ
る
が
、
史
料
と
し
て
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ

め
断
っ
て
お
く
。

（
３
）（

４
）

（
５
）

（
６
）

一

東
洋
学
館
設
立
を
め
ぐ
っ
て

（
１
）
上
海
の
印
象

ま
ず
、
東
洋
学
館
が
開
設
さ
れ
た
上
海
を
訪
れ
た
人
々
を
見
て
い

こ
う
。
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
一
八
四
〇
年
に
ア
ヘ
ン
戦
争
が
勃
発
し
、

一
八
四
二
年
に
南
京
条
約
が
締
結
さ
れ
て
以
後
、
上
海
は
そ
れ
ま
で

と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
一
八
四
三
年
に
イ
ギ

リ
ス
、
一
八
四
八
年
に
ア
メ
リ
カ
、
翌
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
土
地
を
租

借
し
、
一
八
五
四
年
の
「
土
地
章
程
」
に
よ
っ
て
中
国
政
府
の
管
轄

か
ら
離
れ
た
租
界
（
外
国
人
が
貿
易
の
た
め
に
居
住
す
る
に
際
し
、
行

政
権
と
警
察
権
が
行
使
可
能
と
な
る
地
域
）
が
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
中
国
国
内
に
一
種
の
「
外
国
」
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
上
海
に
い
ち
早
く
足
を
踏
み
入
れ
た
の
が
千
歳
丸
で

あ
る
。
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
実
情
把
握
の
命
を
受
け
た
千
歳

丸
一
行
が
上
海
へ
と
派
遣
さ
れ
た
。
従
者
の
一
人
と
し
て
乗
船
し
て

い
た
高
杉
晋
作
は
「
此
支
那
第
一
繁
盛
津
港
、
欧
羅
波
諸
邦
商
船
軍

艦
数
千
艘
碇
泊
」
と
、
上
海
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
艦
が
数
多

く
碇
泊
す
る
最
も
活
気
の
あ
る
港
と
評
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
上
海
市
中
の
様
子
も
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

（
前
略
）
津
港
繁
盛
と
い
え
ど
も
、
皆
外
国
人
商
船
多
き
故
な
り
、

（
７
）

（
８
）
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城
外
城
裏
も
、
皆
外
国
人
の
商
館
多
き
が
故
に
繁
盛
す
る
な
り
、

支
那
人
の
居
所
を
見
る
に
、
多
く
は
貧
者
に
て
、
そ
の
不
潔
な

る
こ
と
難
道
、
あ
る
い
は
年
中
船
す
ま
い
に
て
あ
り
、
た
だ
富

め
る
者
、
外
国
人
の
商
館
に
役
せ
ら
れ
お
る
者
な
り
、
し
か
し
、

城
外
城
裏
と
も
、
街
市
に
は
随
分
富
め
る
商
人
も
お
る
様
子
な

り
、
思
う
に
、
少
し
く
学
力
あ
り
、
志
あ
る
者
は
、
皆
北
京
辺

へ
去
り
（
後
略
）

上
海
が
繁
盛
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
あ
く
ま
で
一
部
分
で
、
租
界

に
立
派
な
商
館
が
立
ち
並
ぶ
の
に
比
べ
て
、
中
国
人
の
住
居
の
多
く

は
貧
し
く
不
潔
で
あ
る
。
例
外
的
に
裕
福
な
者
は
、
や
は
り
外
国
商

館
に
働
い
て
い
る
と
い
う
。
上
海
に
お
け
る
外
国
商
館
、
ひ
い
て
は

租
界
の
存
在
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
記
述
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
は
太
平
天
国
の
乱
の
た
め
に
上
海
も
戦
場
と
化

し
て
い
た
。「
支
那
兵
術
不
能
及
西
洋
銃
隊
之
強
堅
可
知
也
」
と
、

西
洋
の
武
器
に
中
国
の
も
の
は
か
な
わ
な
い
と
、
西
洋
文
明
に
つ
い

て
も
高
杉
は
実
感
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
半
植
民
地
化
さ
れ
戦
場
と

な
っ
た
上
海
の
現
状
を
見
た
こ
と
で
、
日
本
も
二
の
舞
に
な
ら
な
い

よ
う
討
幕
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

高
杉
と
共
に
、
従
者
と
し
て
千
歳
丸
で
上
海
に
渡
っ
た
納
富
介
次

郎
も
、
そ
の
時
の
見
聞
を
「
上
海
雑
記
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
９
）

「
城
ノ
北
方
ハ
皆
英
・
仏
・
花
旗
ノ
借
地
ニ
シ
テ
洋
館
立
列
ス
。
ソ

ノ
内
ニ
土
人
モ
亦
市
街
ヲ
立
ツ
。
然
レ
ド
モ
地
租
ハ
皆
洋
人
ニ
納
ム

ル
ト
云
フ
。」
と
、
上
海
に
は
租
界
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ

こ
で
生
活
す
る
清
国
人
は
、
地
租
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
納
富
は
次
の
よ
う
な
話
も
聞
い

た
。「
一
日
城
内
ヲ
徘
徊
シ
日
暮
ニ
臨
ン
デ
帰
ラ
ン
ト
セ
シ
ニ
、
城

門
既
ニ
閉
ヂ
テ
往
来
ヲ
絶
ス
。
仏
人
等
日
本
人
ト
見
テ
、
即
チ
門
ヲ

開
ケ
テ
通
ラ
シ
ム
。
然
ル
ニ
土
人
等
コ
レ
ニ
乗
ジ
テ
通
ラ
ン
ト
ス
ル

ニ
敢
テ
許
サ
ズ
。」
と
、
日
暮
れ
に
県
城
内
か
ら
出
よ
う
と
す
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
人
は
日
本
人
に
対
し
て
は
門
を
開
け
て
通
す
が
、
清
国
人

が
一
緒
に
出
よ
う
と
す
る
と
許
可
し
な
い
と
い
う
。「
嗚
呼
清
国
ノ

衰
弱
コ
ヽ
ニ
至
ル
」
と
、
中
国
の
弱
体
ぶ
り
に
納
富
は
驚
き
を
隠
せ

な
か
っ
た
。

次
に
上
海
を
訪
れ
た
有
名
な
日
本
人
と
い
え
ば
、
千
歳
丸
か
ら
お

よ
そ
一
〇
年
後
の
岩
倉
使
節
団
で
あ
ろ
う
。
岩
倉
具
視
を
大
使
と
す

る
約
五
〇
名
の
使
節
団
で
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
一
一
月
か
ら

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
二
ヶ
国
を
ま
わ
り
、
そ
の
帰
途
に
ア

フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
に
も
寄
港
し
た
。
こ
の
間
の
記
録
で
あ
る
『
米
欧

回
覧
実
記
』
に
は
「
外
国
貿
易
ノ
タ
メ
ニ
開
キ
タ
ル
港
ノ
内
ニ
、
第

一
ナ
ル
繁
昌
ノ
地
ナ
リ
、（
中
略
）
河
岸
ハ
外
国
人
ノ
居
留
地
ニ
テ
、

（

）
１０

（

）
１１
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道
路
モ
修
マ
リ
、
屋
宇
宏
壮
ナ
リ
」
と
、
上
海
の
様
子
に
つ
い
て
も

書
か
れ
て
い
る
。
高
杉
と
同
様
に
上
海
の
第
一
印
象
を
「
繁
昌
」
と

捉
え
、
バ
ン
ド
の
重
厚
な
建
物
群
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
中
国
文
化
に
つ
い
て
は
「
演
劇
ヲ
一
覧
ス
、
楽
器
甚

タ
麁
ナ
リ
、
其
打
扮
モ
亦
巧
ミ
ナ
ラ
ス
」
と
、
演
劇
・
音
楽
と
も
に

洗
練
さ
れ
て
い
な
い
と
の
評
価
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
代
日
中
間
の
航
路
は
一
八
六
四
年
の
英
国
汽
船
会

社
に
よ
る
横
浜
・
上
海
間
の
定
期
航
路
開
設
に
端
を
発
す
る
。
そ
の

後
、
一
八
七
五
年
に
は
三
菱
商
会
に
よ
っ
て
、
日
本
の
汽
船
会
社
に

よ
る
初
の
海
外
定
期
航
路
と
な
る
横
浜
・
上
海
航
路
が
開
か
れ
、
神

戸
・
下
関
・
長
崎
を
経
由
し
て
週
に
一
回
運
航
さ
れ
た
。
航
路
が
確

立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
日
本
人
が
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
し
、
中

国
大
陸
の
玄
関
口
で
あ
る
上
海
と
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
し
だ
い
に
日
本
人
居
留
民
が
増
加
し
、
明
治
末
に
は

数
千
人
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
に
は
一
〇
万
人
近
く
の
日
本
人
が

上
海
に
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
上
海

市
虹
口
区
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
一
八
九
五
年
の
日
清
戦
争
以
後
、
こ

こ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
日
本
人
街
」
が
形
成
さ
れ
、
魚
屋
・
八
百
屋
・

下
駄
屋
な
ど
日
本
人
の
商
店
が
軒
を
並
べ
た
。
ほ
と
ん
ど
日
本
に
い

る
の
と
変
わ
り
が
な
く
、「
外
国
に
居
る
こ
と
な
ど
忘
れ
て
暮
ら
し

（

）
１２

（

）
１３

（

）
１４

て
い
た
。」
と
い
う
。

こ
の
虹
口
地
区
に
日
本
人
が
経
営
す
る
最
初
の
学
校
、「
東
洋
学

館
」
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
写
真
１
）。
次
に
、
東
洋
学
館
の
設

立
過
程
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

（
２
）
東
洋
学
館
の
開
設

東
洋
学
館
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八
月
七
日
、
虹
口
乍
浦

路
第
二
三
号
館
に
寄
宿
舎
制
で
開
校
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
中

国
語
教
育
は
日
清
友
好
を
目
的
に
、
あ
く
ま
で
国
内
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
の
対
象
と
す
る
清
国
は
、
あ
く
ま
で
頭
の
中

に
描
い
た
理
念
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
現
実
の
清
国
を
体
感
す

る
た
め
、
生
徒
を
日
本
で
募
集
し
、
上
海
で
教
育
を
お
こ
な
う
目
的

の
も
と
に
東
洋
学
館
が
設
け
ら
れ
た
。

『
東
洋
学
館
仮
規
約
一
覧
』（
写
真
２
）
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
「
緒
言
」
に
は
、
主
唱
者
と
し
て
日
下
部
正
一
・
宗
像
政
・
長
谷

場
純
孝
・
杉
田
定
一
・
和
泉
邦
彦
・
鈴
木
昌
司
・
小
林
樟
雄
・
植
木

枝
盛
の
八
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
中
江
兆
民
や
栗
原
亮

一
な
ど
が
発
起
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
九
州
改
進
党
や
自
由
党
な

ど
の
著
名
な
自
由
民
権
運
動
家
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
中
の
一
人
、
杉
田
定
一
が
後
の
貴
族
院
議
員
時
代
に
、
東
洋
学
館

（

）
１５

（

）
１６

（

）
１７

（

）
１８
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写真１ 東洋学館趾（著者撮影）

図１ 虹口近郊図（関西大学総合図書館所蔵『申江勝景図』より）
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に
つ
い
て
「
我
国
に
於
け
る
自
由
民
権
の
思
想
を
し
て
、
更
に
支
那

大
陸
に
普
及
せ
し
め
、
将
来
に
於
て
彼
地
に
憲
政
の
実
施
を
見
ん
事

を
計
れ
り
」
と
書
い
て
い
る
。
や
は
り
、
自
由
民
権
運
動
の
一
環
で

設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
九
州
の
有
志
に
よ
っ
て
東
洋
学
館
開
校
の
意
見
が
出

さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
秋
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ

の
翌
年
に
、
福
岡
玄
洋
社
社
長
平
岡
浩
太
郎
と
熊
本
県
人
日
下
部
正

一
が
面
会
し
、
東
洋
学
館
の
創
立
が
正
式
に
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
学
校
運
営
に
は
莫
大
な
資
金
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
、

「
海
舟
日
記
」の
明
治
一
七
年
八
月
二
五
日
の
条
に
は「（

中
江
篤
介

─
著
者
）

中
井
得
介
、
今

一
人
、
支
那
へ
学
校
建
て
候
に
つ
き
、
金
子
借
用
の
事
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
中
江
兆
民
は
、
勝
海
舟
に
借
金
す

る
な
ど
東
洋
学
館
の
資
金
調
達
に
奔
走
し
て
い
た
よ
う
だ
。
な
お
、

具
体
的
な
運
営
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
上
海
に
赴
い
た
日
下
部
正

一
・
宗
像
政
・
長
谷
場
純
孝
ら
が
あ
た
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
学
校
で
あ
る
以
上
は
生
徒
が
い
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な

い
。
そ
こ
で
八
月
二
四
日
の
『
朝
野
新
聞
』
に
生
徒
募
集
の
広
告
を

出
す
こ
と
と
な
っ
た
（
図
２
）。
そ
の
結
果
、「
東
洋
学
館
ナ
ル
者
ヲ

上
海
ニ
設
ケ
、
許
多
ノ
生
徒
ヲ
我
ガ
国
内
ニ
募
集
シ
、
最
初
之
ニ
応

ズ
ル
者
ハ
僅
々
数
フ
ベ
キ
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
ガ
、
清
仏
開
戦
ノ
報
告
ア

（

）
１９

（

）
２０

（

）
２１

（

）
２２

（

）
２３

写真２ 『東洋学館仮規約一覧』（大阪経済大学図書館所蔵「杉田定一関係文書」２５-２）
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リ
シ
ヨ
リ
、
世
ノ
書
生
ヲ
シ
テ
支
那
ニ
赴
カ
ン
ト
ス
ル
ノ
熱
心
ヲ
発

セ
シ
メ
、
此
ノ
学
館
ノ
生
徒
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
、
日
ニ
其
ノ
数
ヲ
増

加
セ
リ
」
と
、
最
初
は
少
数
で
あ
っ
た
が
、
清
仏
戦
争
を
契
機
に

徐
々
に
応
募
者
が
増
え
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
望
を
抱
い
て
留
学
し
た
者
た
ち
の
思
惑
は
大
き
く

は
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
上
海
東
洋
学
館
の
事
ハ
豫
て
諸
新
聞

紙
に
て
披
露
さ
れ
た
れ
ど
も
、
同
地
に
て
ハ
殆
ど
学
校
の
所
在
を
知

る
も
の
も
無
き
程
な
れ
バ
、
名
を
聞
き
て
来
航
し
失
望
す
る
も
の
も

有
ら
ん
と
同
地
よ
り
の
書
翰
に
も
見
え
し
が
、
右
ハ
前
々
館
員
に
て

計
画
中
用
意
の
未
だ
調
ハ
ざ
る
に
已
に
本
国
を
発
す
る
も
の
あ
り
」

と
、
上
海
で
は
東
洋
学
館
の
存
在
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
学
校
と
し

て
の
準
備
も
調
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
せ
っ
か
く
渡
航
し
て
も
失
望

す
る
留
学
生
が
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
一
一
月
九
日
の
『
朝
野
新
聞
』
の
「
雑
報
」
欄
に
は
「
東

洋
学
館
ハ
一
時
上
海

に
於
て
不
評
判
を
極

め
、
学
校
ハ
有
名
無

実
に
て
生
徒
も
四
方

に
散
乱
す
る
有
様
と

な
り
、
少
年
子
弟
の

（

）
２４

（

）
２５

（

）
２６

前
途
を
誤
ま
る
の
み
な
ら
ず
、
自
然
我
国
の
名
誉
に
も
関
係
す
る
事

な
れ
バ
、
領
事
よ
り
至
急
差
留
め
の
儀
を
政
府
へ
上
申
せ
ら
れ
し
程

な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
洋
学
館
の
評
判
は
悪
く
、

生
徒
の
出
席
率
も
低
か
っ
た
よ
う
だ
。
民
間
の
学
校
で
あ
る
東
洋
学

館
は
、
上
海
に
い
る
日
本
人
の
目
に
余
る
状
態
の
た
め
、
駐
在
領
事

か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て
差
し
止
め
の
上
申
が
出
さ
れ
る
始
末
で

あ
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
「
是
れ
ま
で
仮
り
学
館
の
あ
る
場
所
ハ

売
淫
女
の
巣
窟
に
て
、
書
生
の
風
俗
を
悪
く
す
る
恐
れ
」
と
、
風
紀

上
良
い
立
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、

呉
淞
路
・
乍
浦
路
・
海
寧
路
一
帯
は
劇
場
や
バ
ー
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

な
ど
の
娯
楽
場
が
集
中
し
て
い
た
。
と
う
と
う
、
東
洋
学
館
は
末
広

鉄
腸
を
館
長
に
迎
え
、
場
所
と
名
称
を
変
え
て
再
建
の
必
要
に
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
興
亜
学
館
」・「
亜
細
亜
学
館
」
と

改
名
し
た
も
の
の
、
政
府
の
認
可
を
得
ら
れ
ず
支
援
も
受
け
ら
れ
な

い
ま
ま
、
財
政
難
な
ど
の
理
由
で
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
九
月

三
日
に
閉
校
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
一
八
八
三
年
一
二
月
に
は
徴
兵
令
が
改
正
さ
れ
て
い

る
。
館
長
で
あ
る
末
広
鉄
腸
自
身
も
「
徴
兵
ヲ
忌
避
ス
ル
者
ノ
為

ニ
」
と
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
東
洋
学
館
に
は
、
設
立

者
側
に
も
入
学
者
側
に
も
徴
兵
逃
れ
の
た
め
の
方
策
と
い
う
思
惑
も

（

）
２７

（

）
２８

図
２

東
洋
学
館
広
告

（『
朝
野
新
聞
』明
治

年
８
月

日
）

１７

１４
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あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
純
粋
な
学
問
探
究
を
求
め
る
生
徒
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
点
も
、
一
年
で
の
閉
校
に
影
響
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

（
３
）
東
洋
学
館
の
設
立
意
図
と
規
約

東
洋
学
館
は
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
学
校
な
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
七
月
付
け
で
発
表

さ
れ
た
「
東
洋
学
館
趣
意
書
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。

東
洋
学
館
趣
意
書

（
前
略
）
我
国
ニ
シ
テ
永
ク
独
立
ノ
體
面
ヲ
完
ウ
セ
ン
ト
欲
セ

ハ
、
東
洋
政
策
ノ
得
否
ニ
注
思
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
、
盖
シ
東
洋

ノ
神
髄
ハ
清
国
ノ
頭
上
ニ
在
テ
存
ス
ル
者
ニ
シ
テ
、
我
国
ト
ノ

関
係
ヲ
論
セ
ハ
即
チ
輔
車
相
倚
リ
唇
歯
相
保
ツ
ノ
大
要
ア
ル
也
、

苟
モ
志
士
ヲ
以
テ
任
ス
ル
者
茲
ニ
主
眼
ヲ
置
カ
ス
シ
テ
可
ナ
ラ

ム
ヤ
。
吾
輩
ハ
怪
ム
ニ
不
堪
方
今
外
交
ノ
要
ヲ
論
シ
、
且
ツ
海

外
ニ
留
学
ス
ル
者
欧
米
天
地
ヲ
指
ス
モ
近
接
不
可
離
ノ
清
国
ニ

至
テ
ハ
寥
ト
シ
テ
聞
ユ
ル
ナ
シ
、
是
レ
洵
ニ
一
大
欠
典
ナ
ラ
ス

ヤ
、
我
輩
ハ
先
ツ
清
国
ノ
政
治
・
人
情
・
風
俗
・
言
語
等
ニ
通

暁
シ
、
所
謂
神
髄
手
足
ヲ
活
動
ス
ル
ノ
妙
ヲ
知
ル
ヲ
必
要
ナ
リ

ト
信
シ
、
茲
ニ
一
大
学
校
ヲ
設
ケ
大
成
有
為
ノ
人
士
ヲ
養
成
シ
、

（

）
２９

（

）
３０

遂
ニ
将
サ
ニ
長
江
一
浮
千
里
進
テ
東
洋
ノ
衰
運
ヲ
挽
回
セ
ン
ト

ス
ル
ナ
リ
、
之
ヲ
記
ス
、
清
国
上
海
ハ
即
チ
、
東
洋
ノ
咽
喉
ニ

シ
テ
金
穀
ノ
輻
マ
ル
所
、
人
材
ノ
来
タ
ル
所
、
我
国
ヲ
隔
ツ
ル

遠
キ
ニ
非
ズ
、
一
棹
至
リ
易
キ
地
ナ
ル
ヲ
以
テ
此
ニ
校
舎
ヲ
置

ク
、
江
湖
同
感
ノ
士
来
リ
学
ヘ
、
是
レ
ハ
此
レ
真
正
ニ
報
国
ノ

本
色
規
約
ハ
載
セ
テ
別
紙
ニ
在
リ
。

清
国
上
海

明
治
十
七
年
七
月

東
洋
学
館

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
清
国

と
日
本
は
「
唇
歯
輔
車
」、
す
な
わ
ち
車
と
車
軸
や
唇
と
歯
の
よ
う

に
、
と
て
も
近
く
て
密
接
な
必
要
不
可
欠
の
関
係
で
あ
る
。
②
日
本

か
ら
の
海
外
留
学
先
は
欧
米
が
中
心
で
、「
唇
歯
輔
車
」
で
あ
る
は

ず
の
清
国
に
行
く
者
は
い
な
い
。
③
東
洋
の
衰
運
を
挽
回
す
る
た
め
、

清
国
の
政
治
・
人
情
・
風
俗
・
言
語
等
に
長
け
た
人
材
の
育
成
が
、

東
洋
学
館
の
設
立
目
的
で
あ
る
。
④
上
海
に
設
置
し
た
理
由
は
、
東

洋
の
急
所
（「
咽
喉
」）
と
し
て
金
品
が
集
ま
り
、
人
材
が
訪
れ
る
日

本
に
と
っ
て
最
も
近
い
中
国
の
都
市
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
洋
学
館
に
は
欧
米
に
対
す
る
日
本
と
清
国
の
協

調
路
線
、
ひ
い
て
は
「
興
亜
」
の
姿
勢
さ
え
も
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八
月
に
出
さ
れ
た
『
東
洋
学
館
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仮
規
約
一
覧
』
の
「
緒
言
」
に
記
さ
れ
た
「
其
ノ
趣
意
タ
ル
ヤ
大
ニ

東
洋
ノ
衰
運
ヲ
挽
回
シ
テ
、
以
テ
泰
西
諸
邦
ト
衡
ヲ
世
界
ニ
争
ヒ
、

遠
ク
威
光
ヲ
洋
外
ニ
発
揚
ス
ル
ニ
在
ル
」
と
の
言
葉
か
ら
も
う
か
が

え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
東
洋
学
館
仮
規
約
一
覧
』
に
は
「
東
洋
学
館
章
程
」

と
「
東
洋
学
館
課
程
概
略
」
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
規
が
わ
か

る
。「
東
洋
学
館
章
程
」
は
全
一
〇
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
。

第
一
條

本
館
ハ
清
国
上
海
虹
口
乍
浦
路
第
二
十
三
号
館
ニ
設

置
ス

第
二
條

本
館
ハ
主
ト
シ
テ
支
那
学
ヲ
教
ヘ
、
兼
ネ
テ
政
治
経

済
学
、
理
学
、
哲
学
、
商
法
学
、
諸
科
ノ
中
一
科
ノ
専
門
学

ヲ
授
ケ
、
尚
ホ
以
上
専
攻
ノ
為
メ
、
英
、
仏
、
独
逸
、
拉
丁

ノ
諸
学
ヲ
教
授
ス
ル
者
ト
ス

但
シ
学
科
及
ビ
館
則
等
ハ
之
ヲ
別
紙
ニ
譲
ル

第
三
條

本
館
ノ
生
徒
ハ
總
テ
館
内
ニ
寄
宿
ス
ル
者
ト
ス

第
四
條

本
館
ハ
事
務
局
ヲ
東
京
・
大
坂
・
長
崎
ノ
三
所
ニ
設

ケ
置
ク
ベ
シ東

京
事
務
局

京
橋
区
銀
坐
二
丁
目
十
四
番
地

大
坂
事
務
局

未
定

（

）
３１

長
崎
事
務
局

長
崎
区
銅
坐
町
二
十
二
番
戸

（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
東
洋
学
館
は
日
本
人
が
多
く
住
む
共
同
租
界
の

虹
口
地
区
に
設
置
さ
れ
（
第
一
条
）、「
支
那
学
」
を
中
心
に
政
治
経

済
・
理
学
・
哲
学
・
商
法
な
ど
の
専
門
に
分
か
れ
、
英
語
・
フ
ラ
ン

ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ラ
テ
ン
語
な
ど
の
語
学
が
教
授
さ
れ
る
（
第
二

条
）。
ま
た
、
東
洋
学
館
は
全
寮
制
（
第
三
条
）
で
、
東
京
・
大
阪
・

長
崎
に
日
本
側
の
事
務
所
を
構
え
る
段
取
り
と
な
っ
て
い
た
（
第
四

条
）。
な
お
、
第
五
条
か
ら
第
一
〇
条
に
は
、
年
間
六
〇
ド
ル
の
学

資
金
が
授
業
料
と
食
費
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
納
入
方
法
や
保

証
人
の
必
要
性
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
「
東
洋
学
館
課
程
概

略
」
の
部
分
よ
り
見
て
い
こ
う
。

第
一
條

本
館
専
攻
ス
ル
所
ノ
課
程
ヲ
分
テ
五
門
ト
ス
、
乃
チ

次
ノ
如
シ

第
一

政
治
経
済
学

附
支
那
学

第
二

法
律
学

附
同
上

第
三

商
法
学

附
同
上

第
四

理
学

第
五

哲
学

（

）
３２
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但
シ
理
学
、
哲
学
専
門
ハ
当
分
ノ
内

教
授
セ
ズ

第
二
條

専
門
学
講
究
便
利
ノ
為
メ
予
科

ヲ
設
ケ
、
二
年
間
予
科
修
業
ニ
従
事
セ

シ
ム但

シ
予
科
生
ニ
ハ
主
ト
シ
テ
支
那
語

学
、
英
語
学
ヲ
教
授
ス

第
三
條

一
科
講
究
ノ
時
限
中
ハ
他
ノ
学

科
ヲ
兼
修
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

第
四
條

専
門
学
科
講
究
ノ
期
ヲ
四
年
ト

為
シ
、
一
級
ヲ
一
年
ト
為
ス

但
シ
商
法
学
専
攻
ハ
三
年
間
ヲ
以
テ

満
期
卒
業
ト
ス

第
五
條

本
館
生
徒
入
学
ノ
初
ヨ
リ
本
科

ニ
入
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
其
課
ス
ル

所
ノ
試
験
ニ
及
第
ス
ル
ヲ
要
ス

第
六
條

本
館
各
級
成
業
ヲ
一
年
ト
為
シ
、

毎
年
七
月
試
業
ヲ
為
シ
試
験
合
格
ス
ル

モ
ノ
ハ
及
第
セ
シ
メ
、
不
合
格
ノ
モ
ノ

ハ
落
第
生
ト
為
シ
再
ビ
前
修
業
ノ
科
ヲ

表１ 開設当時の東洋学館カリキュラム

授 業 科 目級卒業年限専 門課程
中国語学、英語学、日本史、中国史、万国史、英国史、数学第２級

２年予科 中国語学、英語学、仏国史、米国史、経済学初歩、代数学、
幾何学第１級

中国語学、英語学、顆算、暗算、洋算、簿記学原義、簿記術
実験、日本商業手続、経済原論第１年級

３年商法学

専攻

中国文学、英文学、簿記各体、銀行論、中国商業手続、法律
原論、英国商法第２年級

中国文学、英文学、英国商法、仏国商法、商業史、貿易実践、
万国公法私法大略第３年級

中国文学、英文学、経済原論、論理学、ローマ史、欧州立憲
史、ギリシア史、文明史第１年級

４年
政治経
済学

中国文学、英文学、英国憲法史、国法学、フランス語或いは
ドイツ語学第２年級

中国文学、英文学、銀行論、行政学、英国憲法、万国公法、
法律原論、フランス或いはドイツ語学第３年級

中国文学、英文学、租税論、財政論、貨幣論、万国私法、法論第４年級
中国文学、英文学、法律原論、英国民事法律、仏国刑法、日
本刑法、論理学、フランス語学第１年級

４年法律学
中国文学、英文学、英国民事法律、仏国民法、日本治罪法、
フランス語学第２年級

中国文学、英文学、英国民事法律、英国証拠法、仏国民法、
ラテン語第３年級

中国文学、英文学、法論、ローマ法律、仏国商法、英国憲法論第４年級
注１：「文書」２５-２より作成。
２：表記については、できる限り現代的なものに改めている。
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修
メ
シ
ム

（
後
略
）

こ
こ
か
ら
明
ら
か
と
な
る
東
洋
学
館
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
①
専
攻
課
程
は
政
治
経
済
学
、
法
律
学
、
商
法
学
、
理
学
、
哲

学
の
五
つ
の
専
門
だ
が
、
理
学
と
哲
学
に
つ
い
て
は
当
分
開
講
し
な

い
。
②
専
攻
課
程
の
前
に
中
国
語
・
英
語
を
中
心
に
学
ぶ
予
科
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
③
商
法
学
は
三
年
、
そ
れ
以
外
は
四
年
で
卒
業
と

な
る
。
④
専
攻
課
程
か
ら
入
学
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
試
験
に
合

格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑤
毎
年
七
月
の
試
験
で
合
格
す
れ
ば
進

級
と
な
り
、
不
合
格
の
場
合
は
再
履
修
の
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
第
七
条
に
は
具
体
的
な
授
業
科
目
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で

表
１
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
。
ど
の
課
程
に
あ
っ
て
も
中
国
語
や
中

国
文
学
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
中
国
に
通
じ
た
人

材
の
養
成
と
い
う
目
的
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

当
時
の
上
海
は
欧
米
人
が
租
界
を
形
成
し
、
あ
る
種
、
貿
易
セ
ン

タ
ー
の
様
相
も
呈
し
始
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
各
国
の
語
学
や
法
律

な
ど
も
習
得
で
き
る
よ
う
準
備
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

二

東
洋
学
館
が
も
た
ら
し
た
も
の

あ
い
に
く
一
年
で
閉
校
と
な
っ
た
東
洋
学
館
だ
が
、
そ
の
後
の
中

国
に
お
け
る
日
本
人
の
活
動
に
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
畑
中
ひ
ろ
子
に
よ
る
と
、
荒
尾
精
が
一
八
八
六
年
か
ら

一
八
八
九
年
に
清
国
に
滞
在
し
て
い
た
間
、
楽
善
堂
（
一
八
七
七
年

に
東
京
銀
座
で
開
店
し
た
薬
の
製
造
・
販
売
を
お
こ
な
う
店
舗
）
の
支
店

と
し
て
、
漢
口
楽
善
堂
の
店
舗
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
に
は
東
洋
学
館

で
学
ん
だ
青
年
た
ち
も
集
ま
り
、
中
国
各
地
の
情
報
収
集
や
調
査
研

究
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
漢
口
楽
善
堂
か
ら
一
八
九
〇
年
に

開
校
し
た
日
清
貿
易
研
究
所
（
図
３
）、
そ
し
て
そ
れ
を
前
身
と
す
る

東
亜
同
文
書
院
と
い
う
、
日
本
の
中
国
政
策
の
流
れ
が
つ
く
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
東
洋
学
館
の
影
響
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
開
校
に
携
わ
っ
た
一
人
で
あ
る
杉
田
定
一
に

焦
点
を
あ
て
、
上
海
渡
航
前
後
の
彼
の
思
考
の
変
化
か
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

（
１
）
渡
航
前
の
杉
田
の
意
識

杉
田
定
一
は
一
八
五
四
（
嘉
永
四
）
年
に
福
井
で
生
ま
れ
、
成
人

し
て
後
は
民
権
活
動
に
身
を
投
じ
て
い
く
。
そ
し
て
第
一
回
衆
議
院

選
挙
か
ら
当
選
を
は
た
し
、
北
海
道
長
官
や
衆
議
院
議
長
を
つ
と
め

る
な
ど
政
治
家
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
。
大
阪
経
済
大
学
図

（

）
３３

（

）
３４
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書
館
で
所
蔵
す
る
「
杉
田
定
一
関
係
文
書
」
に
は
、
東
洋
学
館
設
立

以
前
の
著
述
で
あ
る
『
興
亜
小
言
』
と
『
興
亜
策
』
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
上
海
渡
航
直
前
に
杉
田
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、『
興
亜
小
言
』

か
ら
見
て
い
こ
う
。

（
前
略
）
亜
細
亜
ハ
恰
モ
英
・
魯
ノ
野
心
ヲ
逞
シ
、
覇
業
ヲ
賭
ス

ル
ノ
競
馬
場
ノ
如
ク
、
加
フ
ル
ニ
近
頃
彼
安
南
ハ
仏
ノ
為
メ
ニ

破
砕
セ
ラ
レ
、
城
下
ノ
盟
ヲ
為
シ
、
東
洋
ノ
羞
辱
日
ニ
一
日
之

ヲ
重
ネ
、
黄
色
人
種
ハ
将
ニ
白
色
人
種
ニ
咬
ミ
尽
サ
レ
ン
ト
ス
、

夙
ニ
聞
ク
、
彼
ハ
自
由
ヲ
愛
シ
平
等
ヲ
好
ム
ト
、
今
其
自
由
ヲ

愛
シ
平
等
ヲ
好
ム
ノ
手
ヲ
以
テ
、
却
テ
他
人
ノ
自
由
ヲ
殺
ギ
平

等
ヲ
剥
グ
ト
ハ
、
嗚
呼
抑
モ
何
ノ
心
ゾ
ヤ
、
仮
令
彼
自
由
ノ
保

護
者
ヲ
以
テ
自
ラ
誇
称
ス
ル
モ
、
吾
輩
ハ
寧
自
由
ノ
破
壊
者
ト

評
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
之
ニ
反
シ
我
亜
細
亜
ノ
諸
邦
タ
ル
唇
歯
相

依
、
輔
車
相
接
ス
ル
ノ
親
ア
ル
ニ
モ
係
ハ
ラ
ズ
、
個
々
分
離
異

域
万
里
ノ
思
ヲ
為
シ
、
毫
モ
同
種
相
憐
ミ
同
厄
相
救
フ
ノ
念
ナ

ク
（
後
略
）

注
目
す
べ
き
点
と
し
て
欧
米
に
つ
い
て
は
、
自
由
を
求
め
る
国
で

あ
り
な
が
ら
ア
ジ
ア
の
自
由
を
奪
っ
て
い
る
と
非
難
し
、「
自
由
の

破
壊
者
」
と
も
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
の
状
況
に
つ
い
て

（

）
３５

図３ 日清貿易研究所開所式の競争風景（関西大学総合図書館所蔵『點石齋畫報』戌集一より）
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は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
事
が
な
く
、

欧
米
人
に
侵
略
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
を
嘆
い
て
い
る
。

そ
れ
で
も
「
唇
歯
相
依
、
輔
車
相
接
ス
ル
」
の
言
葉
か
ら
も
、
日

本
と
清
国
は
必
要
不
可
欠
で
協
力
し
合
う
も
の
と
杉
田
は
認
識
し
て

い
る
。
そ
し
て
「
夫
合
ス
レ
バ
強
ク
、
離
ル
レ
バ
弱
キ
ハ
自
然
ノ
勢
、

一
枝
ノ
枝
折
ル
ベ
キ
モ
束
ネ
テ
十
枝
ニ
至
レ
バ
容
易
ニ
折
リ
ガ
タ
ク
、

千
百
烏
合
ノ
土
寇
モ
編
製
以
テ
隊
伍
ト
為
セ
バ
用
ニ
供
ス
ベ
シ
、
誰

カ
聯
合
ヲ
無
用
ナ
リ
ト
云
フ
ヤ
」
と
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
枝
に
た
と

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
力
は
小
さ
く
て
も
あ
わ
せ
る
こ
と
で
強
固

に
な
る
と
、
連
合
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
こ
の
時
の
杉
田
に
は
、
欧
米
へ
の
対
抗
策
と
し
て
日

清
協
調
論
的
意
識
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
八
月
に
書
か
れ
た
『
興
亜
小
言
』
を
修

正
し
、
翌
年
の
春
に
公
の
も
の
と
し
た
の
が
『
興
亜
策
』
で
あ
る
。

こ
の
中
で
「
自
主
・
自
由
ノ
大
義
ヲ
宇
内
ニ
拡
充
ス
ル
ニ
在
リ
」
と
、

自
主
・
自
由
の
原
則
を
広
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て

「
知
識
交
換
」・「
体
育
」・「
団
結
」
を
挙
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次

の
手
段
と
な
る
。

（
前
略
）
知
識
交
換
如
何
、
曰
ク
道
路
ノ
便
ヲ
開
キ
交
通
往
来
ヲ

盛
ニ
ス
、
曰
ク
各
国
ノ
語
学
ヲ
開
ク
、
曰
ク
新
聞
紙
ヲ
興
ス
、

（

）
３６

曰
ク
出
版
会
社
ヲ
設
ケ
著
述
ヲ
盛
ン
ニ
ス
ヨ
リ
学
校
ヲ
興
ス
、

曰
ク
政
談
演
説
ヲ
盛
ン
ニ
シ
輿
論
ヲ
振
作
ス
（
後
略
）

「
知
識
交
換
」
に
つ
い
て
は
①
道
路
を
整
備
し
交
通
を
活
発
に
す

る
こ
と
、
②
語
学
を
進
め
る
こ
と
、
③
新
聞
紙
を
つ
く
る
こ
と
、
④

出
版
社
を
設
立
し
、
著
作
活
動
を
盛
ん
に
し
て
学
校
を
建
設
す
る
こ

と
、
⑤
政
談
演
説
を
活
発
に
し
、
世
論
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
な
ど

が
書
か
れ
て
い
る
。
杉
田
は
知
識
の
交
換
方
法
の
一
つ
と
し
て
学
校

建
設
を
考
え
て
お
り
、
東
洋
学
館
に
関
わ
っ
た
の
も
そ
の
あ
た
り
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
体
育
」
は
「
操
錬
ニ
撃
剣
ニ
弾
射
ニ
武
技
ヲ
磨
錬
シ
」
と
、
武
芸

を
磨
い
て
体
力
を
強
固
に
す
る
な
ど
、
身
体
の
育
成
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
団
結
」
に
つ
い
て
は
「
各
邦
ニ
人
民
集
合

ノ
会
社
ヲ
設
立
シ
、
緩
急
相
助
ケ
、
苦
楽
相
均
シ
、
協
同
一
致
ノ
風

ヲ
盛
ニ
ス
」
と
、
人
々
が
集
ま
り
会
社
な
ど
共
同
の
グ
ル
ー
プ
を
設

立
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
２
）
清
国
渡
航
に
よ
る
杉
田
の
意
識
変
化

ま
ず
、
杉
田
定
一
の
海
外
に
お
け
る
足
取
り
に
つ
い
て
表
２
に
示

し
て
お
こ
う
。
彼
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
欧
米
も
度
々
訪
れ
て
お
り
、

そ
の
目
的
は
視
察
な
ど
政
治
家
と
し
て
公
的
使
命
を
帯
び
た
も
の
で
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表２ 杉田定一の海外動向

動 向月 日和 暦西暦

東京出発８月３０日明治１７１８８４
長崎港出航９月６日
上海上陸９月８日
芝罘到着９月２６日
太沽到着９月２７日
蔡村宿泊９月３０日
円明園などを見学１０月１０日
万里の長城に登る１０月１４日
北京を出発し中国東北部へ１０月半ば
上海の復新園で送別会を催され帰国１０月３０日

福井出発６月２０日明治１９１８８６
横浜よりアメリカへ向けて出発７月２２日
サンフランシスコ到着８月８日
ニューヨークを出発１１月６日
リバプールをへてロンドンに到着１１月１２日

ロンドンを出発してパリへ４月２日明治２１１８８８
パリからベルリンへ４月２０日
パリに戻る５月２日
パリからマルセイユへ５月１８日
馬関到着６月２６日
横浜へ帰国６月２７日

横浜を出航しアメリカ・ヨーロッパを視察６月２６日明治２９１８９６
マルセイユを出航し帰国１０月２５日

横浜を出航しマルセイユに上陸、リヨンへ立ち寄りパリへ６月３０日明治３３１９００
ロシア・オーストリア・イギリス・アメリカとまわる
ハワイホノルル到着１１月１０日
横浜に帰港１２月２３日

日露戦争を受けて、満洲朝鮮視察をおこなう明治３８１９０８

中国・朝鮮視察のため東京出発５月３０日明治４５１９１５
上海到着６月４日
蘇州・南京到着（８日出発）６月６日
漢口到着（１４日出発）６月１１日
北京到着（１９日出発）６月１５日
天津到着（２１日出発）６月１９日
大連到着（２５日出発）６月２３日
ハルピン到着（２７日出発）６月２６日
撫順・奉天到着（１日出発）６月２８日
安東縣到着（２日出発）７月１日
京城到着（５日出発）７月２日
釜山出港７月７日
東京に戻る７月９日

典拠：「文書」７-１-２、２８-１２８、２８-１３５-２５、２８-１３７-２０-１、『月刊政友』第１４３号（１９１２年）、雑
賀博愛『杉田鶉山翁』（鶉山会、１９２８年）
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あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
東
洋
学
館
開
校
に
伴
う
清
国
渡
航
は
、
彼
に

と
っ
て
初
の
海
外
経
験
と
な
っ
た
。

杉
田
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
九
月
六
日
に
、
長
崎
か
ら
上

海
に
向
け
て
出
港
し
た
。
そ
の
前
月
、
彼
は
す
ず
子
夫
人
と
結
婚
し

て
い
る
。
同
じ
く
一
八
八
四
年
八
月
に
は
、
ア
ジ
ア
進
出
を
始
め
る

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
台
湾
を
封
鎖
し
、
清
仏
間
で
ベ
ト
ナ
ム
の
領
有
を

め
ぐ
っ
て
全
面
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
。
杉
田
に
は
こ
の
清
仏
戦
争
が

東
洋
の
自
由
・
独
立
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
、
実
際
に
中

国
の
様
子
を
見
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
婚

一
ヶ
月
の
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
杉
田
は
、
お
よ
そ
二
ヶ
月
近
く
を
清
国
で
過
ご
す
こ
と

と
な
っ
た
。
な
お
、『
朝
野
新
聞
』
一
一
月
九
日
の
記
事
に
は
「
去
月

卅
日
に
ハ
館
長
代
理
に
て
出
張
せ
ら
れ
し
山
本
忠
禮
氏
ハ
、
小
室
信

介
・
杉
田
定
一
両
氏
の
送
別
を
兼
ね
上
海
に
在
る
亜
細
亜
協
会
員
曽

根
駿
虎
氏
を
始
め
、
許
多
の
人
々
を
有
名
の
復
新
園
に
会
し
支
那
料

理
を
以
て
宴
会
を
開
き
、
賓
客
ハ
孰
れ
も
此
の
学
校
の
盛
大
に
至
る

べ
き
を
祝
さ
れ
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
杉
田
は
北
京
な
ど
中
国
北

部
を
廻
っ
て
再
び
上
海
に
戻
り
、
一
〇
月
三
〇
日
に
小
室
信
介
と
共

に
、
当
時
名
の
知
れ
た
復
新
園
に
て
中
華
料
理
に
よ
る
送
別
会
を
催

さ
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
時
の
彼
の
思
い
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
杉
田
は
、
上
海
で
い
く
つ
か
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
体
験

を
し
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
清
国
の
学
生
を
実
際
に
見
た
こ
と

で
あ
る
。
先
に
も
見
た
よ
う
に
杉
田
が
上
海
を
訪
れ
た
一
番
の
目
的

は
、
人
材
養
成
を
目
的
と
す
る
東
洋
学
館
の
教
育
制
度
を
確
固
た
る

も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
国
の
有
名
な
教
育
者
で
あ

る
張
煥
倫
と
面
会
し
た
。『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
の
「
杉
田
定
一
」

欄
に
は
、
当
時
の
感
想
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
彼
が
始
め
て
上
海
に
入
る
や
、
全
く
支
那
の
事
情
に
通

ぜ
ず
、
且
つ
一
人
の
知
己
を
も
有
し
な
か
っ
た
の
で
、
当
時
支

那
の
有
名
な
る
教
育
家
と
し
て
声
名
の
あ
っ
た
張
煥
倫
を
訪
問

し
、
国
難
に
対
す
る
見
舞
を
述
べ
、
東
亜
将
来
の
経
綸
に
対
す

る
意
見
を
披
瀝
し
て
、
将
来
亜
細
亜
の
独
立
の
た
め
に
有
為
な

る
人
材
を
造
る
こ
と
が
当
今
の
急
務
で
あ
り
、
且
つ
永
遠
の
大

計
で
あ
る
所
以
を
熱
論
し
た
。
之
に
対
し
張
煥
倫
は
遠
来
の
労

を
謝
し
、
彼
を
案
内
し
て
自
己
の
教
育
せ
る
学
生
二
百
余
名
を

集
め
て
得
意
気
に
其
の
調
練
を
見
学
せ
し
め
た
が
、
其
の
担
い

で
い
る
二
百
余
挺
の
鉄
砲
は
廃
物
同
然
で
到
底
役
に
立
つ
と
は

思
わ
れ
な
か
っ
た
。
而
か
も
張
煥
倫
は
昂
然
と
し
て
、
之
を
以

て
百
萬
の
甲
兵
に
も
当
り
得
る
が
如
き
口
吻
で
あ
っ
た
か
ら
、

（

）
３７
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彼
は
愈
々
其
の
抱
負
と
す
る
新
組
織
の
学
校
を
設
立
し
、
新
時

代
の
教
育
を
與
へ
て
之
を
警
醒
せ
し
む
る
必
要
を
痛
感
（
後

略
）

す
な
わ
ち
、
張
煥
倫
の
案
内
に
よ
っ
て
二
〇
〇
名
余
り
の
学
生
の

訓
練
風
景
を
見
学
し
た
杉
田
は
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
だ
ろ
う
と

の
率
直
な
感
想
を
抱
い
た
。
こ
の
経
験
は
、
彼
に
清
国
の
教
育
の
無

意
味
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
杉
田
は
、
上
海
で
次
の
よ
う
な
体
験
も
し
た
。「
当
時
吾

人
が
上
海
に
入
っ
て
最
も
驚
い
た
こ
と
は
、
一
夕
飄
然
と
し
て
、
市

街
の
公
園
に
入
ら
う
と
す
る
と
、
そ
の
入
口
に
『
支
那
人
入
る
可
か

ら
ず
』
と
い
ふ
立
札
が
立
て
ら
れ
て
あ
る
で
は
な
い
か
。
乃
ち
且
は

慨
然
と
し
て
白
人
の
専
横
を
憤
り
、
且
つ
は
悄
乎
と
し
て
清
朝
の
衰

運
を
哭
し
た
」
と
い
う
。
異
国
に
あ
り
な
が
ら
中
国
人
を
排
斥
す
る

欧
米
人
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
中
国
の
状
況
が
、
彼

に
驚
き
と
と
も
に
衝
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
体
験
は
北
京
に
お
い
て
も
あ
っ
た
。
杉
田
は
上
海
に
一
〇

日
あ
ま
り
滞
在
し
た
後
、
煙
台
や
太
沽
を
経
て
九
月
三
〇
日
に
北
京

に
到
着
し
た
。
こ
の
間
の
滞
在
記
録
と
し
て
、『
遊
清
雑
唫
』
が
あ

る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
杉
田
は
円
明
園
や
万
里
の
長
城
な
ど
を
見
学

し
て
ま
わ
っ
た
よ
う
だ
。
円
明
園
は
一
八
世
紀
半
ば
に
完
成
し
た
北

（

）
３８

（

）
３９

京
郊
外
に
あ
る
離
宮
だ
が
、
一
八
五
六
年
の
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
で

廃
墟
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
火
三
日
不
絶
」
と
英
仏
の
兵

に
よ
っ
て
焼
き
尽
く
さ
れ
た
清
朝
全
盛
期
の
遺
構
を
目
の
当
た
り
に

し
、
杉
田
は
一
言
、「
遺
憾
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
上
海
・
北
京
で
の
体
験
は
杉
田
の
思
考
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
記

し
た
『
遊
清
餘
感
』
か
ら
見
て
い
こ
う
。
杉
田
は
「
上
海
ノ
地
タ
ル

各
国
居
留
地
ニ
シ
テ
、
半
欧
半
清
支
那
ノ
大
勢
ヲ
知
ル
ニ
足
ラ
ズ
」

と
、
上
海
は
す
で
に
半
分
西
洋
と
な
っ
て
い
る
の
で
中
国
そ
の
も
の

の
現
状
を
知
る
た
め
に
北
京
へ
と
移
動
し
た
。
結
果
、
次
の
よ
う
な

感
想
を
持
っ
た
。

（
前
略
）
其
ノ
制
度
、
風
俗
、
人
情
ノ
在
ル
所
ヲ
見
聞
ス
ル
ニ
、

全
ク
平
生
書
籍
ヲ
読
ミ
、
詩
文
ニ
看
ル
所
ト
霄
壌
ノ
差
ア
リ
。

抑
モ
彼
ノ
祖
先
、
康
煕
・
乾
隆
、
歴
代
ノ
治
乱
興
廃
ヲ
監
ガ
ミ
、

制
度
・
法
律
ヲ
建
設
シ
タ
ル
モ
、
今
也
腐
敗
紊
乱
、
紀
綱
振
ハ

ズ
、
賄
路
公
行
、
進
士
及
第
ノ
設
ア
ル
モ
、
其
学
ブ
所
ノ
書
四

書
六
経
ノ
ミ
ニ
シ
テ
欧
羅
巴
ノ
書
ニ
渉
ラ
ズ
、
故
ニ
宇
内
ノ
事

情
ニ
疎
ク
（
後
略
）

清
国
に
渡
っ
て
み
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
書
籍
や
詩
文
な
ど
か
ら
得

て
い
た
情
報
と
は
異
な
る
有
様
で
あ
っ
た
。
康
煕
・
乾
隆
と
い
う
清

（

）
４０
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朝
の
大
発
展
期
か
ら
比
べ
て
す
で
に
荒
廃
し
て
お
り
、
制
度
や
法
律

は
腐
敗
し
、
綱
紀
は
弛
み
、
賄
賂
が
横
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
学
者

た
ち
は
中
国
の
古
典
を
学
ぶ
ば
か
り
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
書
籍
を
読

ま
な
い
た
め
に
現
状
に
疎
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
実
際
に
、
こ
の

頃
の
中
国
国
内
に
は
哥
老
会
な
ど
様
々
な
秘
密
結
社
が
で
き
て
お
り
、

杉
田
も
「
公
利
公
益
ヲ
重
ズ
ル
ノ
心
ナ
ク
」
と
、
私
利
私
欲
に
走
っ

て
い
る
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
遊
清
餘
感
』
で
は
こ
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
論
者
或
ハ
云
フ
、
支
那
ハ
唇
歯
輔
車
ノ
国
ナ
リ
、
宜
ク

親
ム
ベ
シ
敵
視
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
、
是
其
ノ
一
ヲ
知
テ
二
ヲ
知
ラ

ザ
ル
者
ナ
リ
、
論
者
ノ
云
フ
如
ク
、
其
ノ
地
形
ハ
唇
歯
輔
者
タ

ル
モ
、
其
ノ
人
類
ハ
頑
冥
執
拗
ニ
シ
テ
、
文
明
各
国
ノ
悪
ム
所

ニ
シ
テ
、
固
ヨ
リ
親
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
況
ン
ヤ
琉
球

ノ
件
・
台
湾
ノ
事
、
彼
常
ニ
好
意
ヲ
以
ツ
テ
我
ヲ
迎
ヘ
ザ
ル
ニ

於
テ
ヲ
ヤ
、
若
シ
此
ノ
時
機
ニ
乗
セ
ズ
、
中
原
ノ
鹿
一
旦
白
人

ノ
掌
中
ニ
落
チ
ケ
レ
バ
、
其
ノ
所
得
ノ
地
、
鉄
道
敷
ク
ベ
シ
電

線
架
ス
ベ
シ
軍
艦
設
ク
可
ク
、
旧
日
ノ
支
那
ハ
変
ジ
テ
新
成
ノ

欧
羅
巴
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
其
ノ
時
ニ
臨
ミ
垂
涎
百
尺
ス
ル
モ
固
ヨ

リ
及
ビ
難
ク
、
且
ツ
我
邦
ハ
東
洋
開
花
ノ
魁
ナ
リ
ト
自
称
セ
ン

ト
欲
ス
ル
モ
恐
ク
ハ
得
ガ
タ
カ
ラ
ン
（
後
略
）

す
な
わ
ち
、
日
清
の
関
係
が
「
唇
歯
輔
車
」
で
親
し
く
す
べ
き
と

い
う
人
が
い
る
が
、
そ
れ
は
実
態
を
深
く
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
あ
く

ま
で
地
理
的
に
は
近
い
が
、
人
々
の
性
質
は
頑
固
で
し
つ
こ
く
、
文

化
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
親
し
く
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
上
、

琉
球
・
台
湾
問
題
で
は
清
国
は
日
本
に
好
意
を
示
さ
な
か
っ
た
。
し

か
し
清
国
が
欧
米
の
手
に
落
ち
て
し
ま
う
と
、
鉄
道
が
敷
か
れ
、
電

線
が
架
け
ら
れ
、
軍
艦
も
配
備
さ
れ
、
伝
統
的
な
中
国
は
失
わ
れ
て

新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
な
っ
て

日
本
が
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

渡
航
前
に
杉
田
が
『
興
亜
小
言
』
や
『
興
亜
策
』
で
述
べ
て
い
た

よ
う
な
、
お
互
い
に
補
い
合
う
密
接
な
関
係
と
の
考
え
か
ら
は
か
け

離
れ
て
い
る
。
協
調
路
線
で
は
な
く
、
む
し
ろ
取
り
込
む
対
象
と
し

て
清
国
を
認
識
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

お
わ
り
に

本
論
を
通
じ
て
、
次
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
初
期

の
東
洋
学
館
は
中
国
だ
け
で
な
く
、
欧
米
の
語
学
や
法
律
な
ど
も
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
。
上
海
と
い
う
土
地
柄
か
ら
、
中

国
・
欧
米
両
方
に
通
じ
た
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
第
二

に
、
東
洋
学
館
に
携
わ
っ
た
杉
田
定
一
だ
が
、
中
国
渡
航
前
後
で
は
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そ
の
意
識
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
時
期
は
、
政
治
家
や
知
識
人
が
欧
米
や
ア
ジ
ア
に

関
し
て
様
々
な
意
見
を
表
現
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
遅
れ

た
東
洋
と
手
を
切
り
日
本
は
西
洋
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
、
有
名
な
福
沢
諭
吉
の
「
脱
亜
論
」
も
一
八
八
五
（
明
治
一

八
）
年
の
三
月
で
あ
る
。
杉
田
も
の
ち
に
「
東
洋
論
」
な
る
演
説
を

お
こ
な
い
「
東
土
ノ
気
運
ヲ
挽
回
シ
、
西
方
ノ
強
盛
ニ
拮
抗
シ
」
と

述
べ
た
り
、
中
国
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
も
含
め
た
東
ア
ジ
ア
全
体
の

行
く
末
に
つ
い
て
、『
東
洋
自
由
振
起
論
』
を
執
筆
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
は
、
欧
米
に
お
け
る
杉
田
の
異
文
化
体
験
も
大

き
く
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）

年
四
月
二
二
日
付
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
福
井
の
妻
に
あ
て
た
手
紙
に
は
、

「
こ
こ
で
は
大
人
も
子
ど
も
も
公
園
で
毎
日
運
動
し
て
お
り
、
日
本

人
は
運
動
が
足
り
な
い
か
ら
弱
い
の
だ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
日
本

人
と
欧
米
人
の
体
力
の
違
い
に
つ
い
て
原
因
を
分
析
し
、「
小
児
ノ

時
ヨ
リ
注
意
ガ
肝
要
」
と
促
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
一
二
月
一
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
福
井
の
父
へ
あ
て

た
手
紙
に
は
「
欧
州
ハ
概
シ
テ
十
二
月
ノ
廿
五
日
を
ク
リ
ス
ト
マ
ス

と
唱
ヘ
、
此
日
ヲ
以
テ
新
年
元
日
ノ
如
ク
儀
式
ヲ
為
シ
、
一
月
一
日

ニ
ハ
別
段
何
ニ
モ
無
之
ガ
其
風
俗
ナ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー

（

）
４１

（

）
４２

（

）
４３

（

）
４４

（

）
４５

ロ
ッ
パ
で
は
元
日
よ
り
も
ク
リ
ス
マ
ス
を
重
視
す
る
と
、
日
本
と
の

年
末
年
始
の
違
い
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
八
九
六

（
明
治
二
九
）
年
八
月
に
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ロ
ッ
キ
ー
山

脈
を
越
え
て
カ
ナ
ダ
領
ト
ロ
ン
ト
に
行
き
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
も
観

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
欧
米
で
の
海
外
経
験
が
、
反
面
教
師
の
ご
と
く
杉

田
の
ア
ジ
ア
認
識
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
本
論
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
一
八
八
四
年
以
後
に
つ
い
て

は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の

教
育
政
策
を
考
え
る
上
で
、
東
洋
学
館
の
再
建
以
後
の
動
向
も
重
要

で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
依
頼
原
稿
）

（
１
）
東
亜
同
文
会
編
『
対
支
回
顧
録
』
上
巻
（
原
書
房
、
一
九
六
八

年
）
六
九
八
頁
。
上
海
に
お
け
る
日
本
人
社
会
の
教
育
や
宗
教
に

つ
い
て
、
小
島
勝
・
馬
洪
林
編
『
上
海
の
日
本
人
社
会
─
戦
前
の

文
化
・
宗
教
・
教
育
─
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る

が
、
こ
の
中
で
は
東
洋
学
館
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

（
２
）
田
中
正
俊
「
清
仏
戦
争
と
日
本
人
の
中
国
観
」（『
思
想
』
第
五

一
二
号
、
一
九
六
七
年
）。

（
３
）
佐
々
博
雄
「
清
仏
戦
争
と
上
海
東
洋
学
館
の
設
立
」（『
国
士
館
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大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
）。

（
４
）
小
松
裕
「
中
江
兆
民
と
そ
の
ア
ジ
ア
認
識
─
東
洋
学
館
・
義
勇

軍
結
成
運
動
と
の
関
連
で
─
」（『
歴
史
評
論
』
第
三
七
九
号
、
一

九
八
一
年
）。

（
５
）
汪
輝
「
東
洋
学
館
に
お
け
る
中
国
人
教
育
」（『
教
育
学
研
究
紀

要
』
第
四
四
巻
、
一
九
九
八
年
）。

（
６
）
大
西
仁
「
未
来
を
想
像
す
る
意
味
に
つ
い
て
─
末
広
鉄
腸
『
雪

中
梅
』
と
東
洋
学
館
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
論
究
日
本
文
学
』
第
八

〇
号
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
７
）
「
遊
清
五
録
」（『
高
杉
晋
作
全
集
』
下
巻
、
新
人
物
往
来
社
、
一

九
七
四
年
）
一
四
四
頁
。

（
８
）
同
右
、
一
八
五
頁
。

（
９
）
同
右
、
一
四
九
頁
。

（

）
「
上
海
雑
記
」（『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
一
巻
（
ゆ
ま

１０
に
書
房
、
一
九
九
七
年
）
一
五
頁
。

（

）
同
右
、
三
九
頁
。

１１
（

）
久
米
邦
武
編
・
田
中
彰
校
注
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実

１２
記
』
五
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
三
三
二
頁
。

（

）
同
右
、
三
三
四
頁
。

１３
（

）
上
海
に
お
け
る
日
本
人
居
留
民
社
会
の
形
成
に
関
す
る
最
近
の

１４
研
究
と
し
て
、
陳
祖
恩
「
西
洋
上
海
と
日
本
居
留
民
社
会
」（
神
奈

川
大
学
人
文
学
研
究
所
編
『
中
国
に
お
け
る
日
本
租
界
─
重
慶
・

漢
口
・
杭
州
・
上
海
─
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ

る
。

（

）
高
橋
孝
助
・
古
廐
忠
夫
編
『
上
海
史
─
巨
大
都
市
の
形
成
と

１５

人
々
の
営
み
─
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
五
年
）
一
二
五
頁
。

（

）
六
角
恒
広
『
中
国
語
教
育
史
の
研
究
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
八

１６
年
）
二
六
六
頁
。

（

）
大
阪
経
済
大
学
図
書
館
所
蔵
「
杉
田
定
一
関
係
文
書
」
二
五
─

１７
二
。
以
下
、
こ
の
史
料
群
を
「
文
書
」
と
称
す
る
。

（

）
黒
龍
会
編
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
上
巻
（
原
書
房
、
一
九
六

１８
六
年
）
三
一
九
頁
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
東
洋
学
館
に
学
ん
だ
生
徒

と
し
て
、
松
本
亀
太
郎
・
尾
本
壽
太
郎
・
中
野
熊
五
郎
な
ど
が
確

認
で
き
る
。

（

）
「
支
那
時
局
の
将
来
」（『
月
刊
政
友
』
第
一
四
七
号
、
一
九
一
二

１９
年
）
一
頁
。

（

）
「
書
生
ノ
方
向
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
一
七
年
一
〇
月
一
六
日
）。

２０
（

）
黒
龍
会
編
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
下
巻
（
原
書
房
、
一
九
六

２１
六
年
）
四
六
六
頁
。

（

）
勝
部
真
長
・
松
本
三
之
介
・
大
口
勇
次
郎
編
『
勝
海
舟
全
集
』

２２
二
一
巻
（
勁
草
書
房
、
一
九
七
三
年
）
八
二
頁
。

（

）
前
掲（

）二
七
四
頁
。

２３

１６

（

）
「
戦
争
モ
亦
利
益
ア
リ
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
一
七
年
九
月
七

２４
日
）。

（

）
雑
報
欄
（『
朝
野
新
聞
』
明
治
一
七
年
一
〇
月
一
二
日
）。

２５
（

）
一
八
七
二
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
っ
て

２６
上
海
で
創
設
さ
れ
た
申
報
館
か
ら
新
聞
『
申
報
』
が
発
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
初
期
の
東
洋
学
館
に
つ
い
て
は
全
く
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。

（

）
「
四
馬
路
（
現
在
の
福
州
路
）
は
酒
色
の
街
に
し
て
、
両
辺
の
家

２７
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根
概
ね
皆
酒
楼
妓
館
に
非
ざ
る
は
な
く
、
本
邦
の
醜
名
を
遠
く
海

外
に
流
せ
る
東
洋
茶
館
の
如
き
、
亦
多
く
は
此
街
に
在
て
開
設

す
。」
と
の
記
述
も
あ
り
、
四
馬
路
に
は
日
本
人
が
経
営
す
る
多

く
の
娼
館
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
尾
崎
行
雄
「
遊
清
記
」（『
幕
末
明

治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
）

五
三
頁
参
照
。

（

）
「
書
生
ノ
方
向
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
一
七
年
一
〇
月
一
六
日
）。

２８
（

）
前
掲（
４
）七
五
頁
。

２９
（

）
雑
報
欄
（『
朝
野
新
聞
』
明
治
一
七
年
八
月
一
四
日
）。

３０
（

）
の
ち
に
東
洋
学
館
の
館
長
と
な
る
末
広
鉄
腸
は
、
一
八
八
〇
年

３１
に
設
立
さ
れ
た
興
亜
会
の
所
属
で
あ
る
。

（

）
小
松
に
よ
る
と
、「
入
館
手
続
き
も
き
わ
め
て
簡
単
で
、
学
費

３２
を
納
入
す
れ
ば
誰
で
も
入
館
で
き
、
保
証
人
も
い
ら
ず
、
入
学
定

員
の
制
限
す
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
前
掲（
４
）七
六
頁
参
照
。

（

）
雑
賀
博
愛
『
杉
田
鶉
山
翁
』（
鶉
山
會
、
一
九
二
八
年
）
五
八
六

３３
頁
に
よ
る
と
、
東
洋
学
館
の
教
育
は
中
国
で
の
革
命
に
影
響
を
与

え
た
と
い
う
。

（

）
畑
中
ひ
ろ
子
「
漢
口
楽
善
堂
の
人
々
─
大
陸
浪
人
の
源
流
─
」

３４
（『
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
』
政
治
経
済
学
篇
、
第
二
五
集
三
号
、

一
九
八
七
年
）。

（

）
「
文
書
」
二
五
─
四
。

３５
（

）
「
文
書
」
一
六
─
一
〇
。

３６
（

）
黒
龍
会
編
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
下
巻
（
原
書
房
、
一
九
六

３７
六
年
）
七
五
三
頁
。

（

）
「
大
亜
細
亜
合
従
論
」（『
東
洋
文
化
』
八
号
、
一
九
二
四
年
）
九

３８

頁
。

（

）
「
文
書
」
七
─
一
─
二
。

３９
（

）
「
文
書
」
一
六
─
一
一
。

４０
（

）
「
脱
亜
論
」（『
時
事
新
報
』
明
治
一
八
年
三
月
一
六
日
）。

４１
（

）
「
文
書
」
三
八
─
二
九
四
─
一
一
。

４２
（

）
「
文
書
」
二
六
─
二
六
。

４３
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
五
─
三
一
─
一
。

４４
（

）
「
文
書
」
二
八
─
一
三
七
─
一
九
─
一
。

４５
（
み
の
り

み
ほ
こ
・
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
、

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
）


